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１．研究計画の概要 
 本研究では、中学三年生を追跡調査するこ
とにより、過敏性腸症候群の有病率とその症
状変化を把握し、感染・ストレス・進学など
の因子が及ぼす影響、有症状者が患者に変化
する契機を検討する。また、同時に自己効力
感(self-efficacy)および Quality of Life 
(QOL)の変化も追跡する。さらにトラウマに
関する調査を行うことにより、トラウマの種
類や受けた時期と症状出現時期を検討し、自
己効力感の低さやトラウマ的体験が過敏性
腸症候群の発症率を増加させるという仮説
を検証する。 
 
２．研究の進捗状況 
 2007 年度は質問紙の作成を行った。過敏
性腸症候群（ IBS）の診断用に Rome-II 
modular questionnaire、IBS の症状評価に
self-reported IBS questionnaire、自己効力
感の評価に generalized self-efficacy scale、
健康関連クオリィティ・オブ・ライフ（QOL）
の評価に SF-36、失感情症評価に Toronto 
alexithymia scale 20、疾病罹患時の親の態
度の評価用に病的行動質問紙（親用および子
供用）を用い、これに生活歴や自覚ストレス、
トラウマなどに関する質問を付加した。また、
調査に協力をしてくれた学校へ配付するた
めの疾患教育用パンフレットや県内の IBS
に対応可能な医療機関リストを作成した。 
 2008 年度には、宮城県内の各教育事務所
管轄区域の人口数に比例させて対象者数を

割り出し、区域内の無作為に抽出した中学で
三年生に対しアンケートを配付した。回答は
無記名とし、個別に郵便にて返送してもらっ
た。初回の質問紙配布では回答数が予定数に
満たなかったため追加調査を行い、計 603 名
より回答があった。 
 2009 年度は、前年度に回答のあったもの
うち、紙面にて生徒本人および保護者から同
意を得た 370 名が追跡調査に参加した。郵送
にて個別に質問紙を郵送し、回答後返送して
もらった。前回調査から 12 ヶ月後に再調査
を行うため、追跡調査は 2回に分けて行った。
現在前半分の追跡調査は終了し、まもなく後
半分の調査を開始するところである。 
 
３．現在までの達成度 
 ③やや遅れている 
 （理由） 
   初回調査時に、学校側の要請で調査時
期を変更しなければならず、加えて当初の見
込み数に回答数が足りず追加調査を行った
ため、やや遅れが生じている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 今回の研究の遅れは回収時期がずれ込ん
だことが原因であるため、今後は予定通りに
進行する見込みである。 
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